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は､ ｢墓地調査｣ ｢船岡賞桜｣ ｢灘糾.1-倣客｣ ｢恐山之行｣ ｢‖l形宋風｣ ｢遠野探旧｣
｢仙台節臼｣ ｢民俗芸術｣の8章に分かれている｡
本書は､おおよそ筆者が日本で研究した時間の川副事に依っている.民俗探訪
の過程の記録を導線とし､日本の民間信仰事象を記述の重点として､併せて宗
教民俗学におけるいくつかの理論問題について個々に考察を進め､ l･耶寺に中ロ
民間信仰の比較研究も部分的に行っている｡
この小者は､中日の墓制､日本の霊場信仰､口本農家の家具調度における民
間信仰の要素､日本の寺院･神社の信仰､日本の祭礼における宗教民俗現象､
および宗教信仰を表現する民俗芸術などに触れている｡本書はさらに､いくつ
かの興味深い事物に対しても記述し検討している｡たとえば狸の信仰､蚕神の
信仰､河童の信仰､箕輪の信仰､七夕の信仰､日本の神像と小1玉1の紙馬の信仰
などである｡
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フィールド探訪の実地記録として､本書中の凶版は大部分が調杏の現場で撮
影したものである｡静態的な風景もあれば､動態的な場景もある｡それらはみ
な､本書中の記述と密接に関わっていて､著述の有機的な　一部となっている｡
これらの写真は日本の民間牛活と宗教民俗を理解するための資料であるのみな
らず､筆者にとっては意義深い生活を送ったひとときの記録でもある0
本書にはさらに､筆者と鈴木岩弓先牡の学術交流と研究協力､および共同調
査と研究の中で結ばれた深い友情も記録されている｡本書が中ロ友好のひとつ
の証ともなり､凶際学術協力と交流のひとつの成功例であると言っても､決し
て過言ではなかろう｡
3　『間俗東温』の影響
『閃俗東麻』は日本の束北地方における宗教民俗を紹介する著作で､ 2006年
10月に広西省南寧市にて初版5000肝で出版された｡これは同時に『文化凹野国
文系列叢書･海外鏡像吉系』シリーズの1冊円であり､その他の著者が今後ア
メリカ､オーストラリア､ヨーロッパ､南アジアなどの文化とフィールドにつ
いての原稿を書くための見本を示したことになる｡
本書は出版後､広く好評を博している｡民俗学と日本文化を学ぶ申l司の大学
院生は､本書を日本人･日本文化を理解する手段の　一つとしている｡読者の小
には､本書の日本語訳およびH本での出版を希望する人もいる｡日本人も一一一･人
の外国人による観察の視角に興味を持つのではないかというのである｡日本の
学者の中には､本書を読んで､筆者の観察が細微であることを貴讃し､申河の
読者が日本の民俗生活と東北の宗教民俗の現状を理解する助けになるだけでな
く､相互の文化群解にも役立つと考える人もいる｡中国東部で､経済発展･文
化建設･対外開放に力を入れている江蘇省婚江市政府は､出版のニュースを聞
きつけ､特に『間俗束滅』 100冊を購入､文化の視野を広げ､隣国H本を理解
するための読本として全市の文化管理幹部に配った｡彼らによれば､本書は内
容が深いが表現は理解しやすく､文章は簡明で生き蕉きとしており､図版も多
彩で興趣に富み､気軽に読めると言うo何人かのrrl何の学者は､本書は資料が
-233-
豊富で､関連した研究の参考になり､収蔵の価値があると考えている｡
小著『問俗束滅』が中日の読者から賛辞を受けているのは､筆者にとって最
大の褒奨である0本書は日本学術振興会に受理された研究項目の成果の一部で
あり､日本の東北大学における学術的な雰囲気の中で醸成されたひとつの成果
であり､鈴木岩弓先生との共同研究の結晶でもある｡きっと､読者の範囲が次
第に広がってゆくのにつれて､ 『問俗東滅』の影響も明らかになってゆくこと
だろうo　　　　　　　　　　　　　　　　　(山田仁史　訳)
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